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▼

テレビ学習メモ

講師　　   　　

堀 内  か お る

　時代の流れとともに、家族に期待される役割も変化してきています。きょう
は、家族・家庭が持つ機能の変化をたどりながら、私たちの現在の生活の中で、
家族によってどのようなことが行われ、人々はどのようなことを家族に求めて
いるのか考えます。

第 3 回

家族の役割ってなに？

このページ掲載の文章・画像の無断転載及び商用利用を固く禁じます。

「住居と生計を共にしている人々の集まり」または「一戸を構えて住んでいる単身者」な
どのことを表し、国の統計や住民基本台帳などには、「家族」ではなく「世帯」という単位
が用いられます。一人だけの世帯は「単独世帯」と呼ばれます。結婚や血縁などのつなが
りがある人を中心に構成される「親族世帯」の中には、夫婦のみ、または親と未婚の子ど
もからなる「核家族世帯」と、２つあるいはそれ以上の核家族世帯から構成されたり、核
家族世帯にそれ以外の親族が加わって構成される「拡大家族世帯」が含まれます。

◇◆◇ きょうのキーワード ◇◆◇

世 帯

人間が生きていくための日常生活の場であり、そこで営まれる生活全体のことを指してい
ます。家族が共同で生活をする場であるとともに、一人暮らしの人にとっても、生活の拠
点として大切な場となっています。

家 庭

かつては家庭の中で家族が担っていたさまざまなことが、現代生活において社会化・外部
化され、社会や地域の中で行われるようになりました。家族の個々のメンバーが生活の中
でどのようなことを大切に考え、どのような家庭生活を営みたいと思うかなどによって、
家族が家庭の中で行っていることには違いがあります。たとえば「食事の支度を整える」
という機能は、外食や総菜を購入するという形で社会化（外部化）される場合もあります。
ほかにも、私たちの生活は社会とつながり、さまざまな形で外部の資源を取り入れています。
しかし、家族が担わなければならない家庭の機能の多くが社会化されていく中でも、「子ど
もを産み育てる」という機能は、家族の営みとして、家庭に残っていくものと考えられて

います。

家族の機能の社会化・外部化
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家庭総合 03 家族の役割ってなに？

▼

 1　家族に望むこととは？

　あなたは「家族」にどのようなことを望みますか？　考えを書いてみましょう。

 2　世帯と家族

　番組の中の説明を聞いて、「世帯」と「家族」について、わかったことを書いておきましょう。

 3　家族の機能の社会化・外部化がもたらすもの

　  VTR をみて、印象に残ったことや、感想などを書きましょう。

このページ掲載の文章・画像の無断転載及び商用利用を固く禁じます。
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家庭総合 03 家族の役割ってなに？

▼

　  きょうのまとめ

　あなたにとって理想の生活やライフスタイルを実現するために、社会化・外部化を取り入れ
　たいと思う内容と、そう思った理由について書いてみましょう。

memo
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家庭総合 03 家族の役割ってなに？

▼

memo
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日本では、高等学校進学率は 98％を上回り、大学
等高等教育機関への進学率も、50％を超えました。
このように、多くの生徒がその適性や能力に応じて
教育を受けることができる社会は、世界を見渡した
とき、必ずしも「当たり前」ではないということに
気づかされます。貧困は教育格差をもたらし、特に
多くの女子児童生徒が、学びたくても学校にいけない状況におかれている
のです。

世界の教育格差を是正し、特に思春期の女子教育を保証するために、
2020 年 2 月に国連事務総長が、"The Drive for Five ”という行動へ
の支援を表明しました。”The Drive for Five”には、女子児童生徒の学
ぶ環境が整えられ、安心して学校に通うことができ、学習を通してスキル
を身につけ、健康的な生活を営めるようにという願いが込められています。

わたしたちの未来 〜 SDGs 17のゴール 〜

質の高い教育をみんなに
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▼

  家庭科miniコラム

　男子生徒が家庭科を学ぶことができなかった時代

今では、すべての高校生が必修で学んでいる家庭科ですが、かつて女子のみが学んで
いた時代が長く続いていた、ということを知っていますか？家事や育児を担うのは女
性、という固定的なジェンダー観に基づく性別役割分業の考え方を背景として、女性
は将来、仕事よりも家庭に入るものだという理由で、家庭生活について学ぶ教科であ
る家庭科は「女子生徒に必要な教科」だとみなされたのです。
その一方で、男子生徒には家庭科が必要だとは考えられませんでした。逆に言うと、
男子生徒にとって、衣食住をはじめとする家庭生活の在り方や家族や保育など身近な
人々とのかかわりなどを公教育で学ぶ機会が奪われていた、ともいえるでしょう。男
子生徒の立場から見れば、家庭科を学べなかったことは、教育の機会均等に反する差
別だと考えられます。
その後、日本では女子差別撤廃条約の批准を経て、教育における機会均等の観点から、
家庭科の履修状況について見直しを図りました。性別にかかわらず、すべての高校生
が家庭科を学ぶようになったのは、1994 年の新 1 年生からです。男女必修家庭科
を履修した第 1 期生は、今、年齢が 40 代になったところです。まさに、家族をつくり、
社会の中核で活躍している年代ですね。これからの男女平等な社会の実現に期待した
いものです。　　　

　　　　　　　　

memo


